
【H27年度からの目標】 
 進路未決定者0人（H25は13人）、中途退学者０人（H25は6人）、英検2級取得者２0％（Ｈ３０から３０％、Ｈ３３から５０％）、留学経験者や短期海外研修経験者２０％ 

補足説明資料２ 

3年後 国公立大学合格者 30人（13人） 
大学等への進学率 55％（44％） 

＊中学校定員120人、高校定員240人 （ ）はH25実績  

H27～29年度 

 6年後 国公立大学合格者  40人 
大学等への進学率  60％ 

＊中学校定員60人、高校定員240人 

8年後 国公立大学合格者  40人 
大学等への進学率  60％ 

＊中学校、高校定員ともに募集停止 

H33～34年度 H30～32年度 

将来の進路を実現できる、しっかりとした学力とともに、グローバル人材として必要な素養である語学力と課題解決能力を
身に付けた生徒を育ててまいります！ 

H27年度から教育センターに高校支援部（仮称）を新たに設置し、その担当の指導主事が高知南
中高に常駐して教育活動の強化を図る。 

H32年度から教育センターの機能の一部を高知南中高に移転して、
すべての教育活動を支援する。 

○心のケア対策 

◆教育課程の充実 

○円滑な中高の接続の強化（→在学中の高校生への学力強化策） 

○部活動の充実に向けた対策 

養護教諭の複数配置（2名→３名）とスクールカウンセラー（SC）の派遣を週１回から毎日に 養護教諭の複数配置（３名→４名）とSCの常駐 

○グローバル教育を先取りする充実した教育活動 

外国語指導助手の増員（2名→4名） 

外国語学習機材（最新機器）の活用、教材の開発 

留学への支援（派遣枠1名→5名） 

外国語指導助手の増員（4名→5名） 

留学への支援（派遣枠５名→１０名） 

高知南中学校に、高知西高校併設中学校のグローバル教育プログラムも取り入れ、さらなる教育活動の充実を図る 

◆キャリア教育の推進 

中高のつなぎ教材の活用による中学校段階の基礎学力の定着を図る取組の強化 

◆国際理解教育の充実 

国の指定事業を積極的に活用し、中高一貫で系統的に生徒の学習意欲や生きる力を育む取組を推進          

国語、数学の少人数指導の拡大 

プレゼンテーションや論文の書き方等の授業を導入し、大学等への進学や就職に強い生徒の育成 

専門的な指導者の確保による強化 

キャリア教育支援員（常駐1名）の配置による、体験学習やインターンシップの充実 

部活動の振興に向けた支援の強化（設備や用具の整備） 


